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 さらにもう１件は、非排水量型の超高速船の例として、エアクッション支持の SES における航走性能の改善を取
り上げた。その保守コストの大きさから SES の難点とされるフレキシブルスカートを廃止したスカートレス SES を
対象に、主として理論の面から、浮上特性と航走性能について研究を行い、このような船型の抵抗が、フレキシブル
























ュレーティッドアニーリング法を、また、特殊な船型を持つ SWATH 船型を対象に SQP 法（逐次二次計画法）を適
用して航走抵抗の低減を目的とする船型最適化を２件実施している。その結果、何れの最適化手法によっても、抵抗
の低減、特に造波抵抗の低減が可能であることを具体的に示している。さらにもう１件は、非排水量型の超高速船の
例として、エアクッション支持の SES における航走性能の改善を取り上げている。その保守コストの大きさから SES
の難点とされるフレキシブルスカートを廃止したスカートレス SES を対象に、主として理論の面から、浮上特性と
航走性能について研究を行い、このような船型の抵抗が、フレキシブルスカートを装着した通常型 SES と排水量型
のカタマランとの間に位置することを明らかにしている。 
 また、各種超高速船の経済性評価とフィージビリティスタディをとり上げている。これまでの検討結果を踏まえて、
具体的な超高速船の船種船型を選定し、旅客、乗用車、貨物のそれぞれの輸送対象について、貨物の時間価値にもと
づく犠牲量モデルによる経済性の評価を行っている。 
 このように、本論文は、超高速船について船型学的のみならず、経済性の評価という観点からも検討しており、そ
の成果は今後の超高速船の発展に大いに寄与するものである。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
